
巻頭言『短期的キャリアダウンからキャリアアップへ』 西日本担当理事 広田美江

特集「国際リハビリテーション研究会第2回学術大会：
国境を越えるリハビリテーション」開催報告

今年、日本も新たな元号に変わります。今後は東京オリンピック・パラリンピックまた、大阪万博な
ど、国際的イベントが目白押しです。そのためか、最近のテレビ放送もチャンネルを回すと、世界〇〇
や海外〇〇などの番組が増えてきました。これらの環境の変化は、国際をうたっている私たち研究会に
とっても、喜ばしいことです。今までのJOCVの活動を考えると、どうしても中長期的キャリアアップの
ために、短期的キャリアダウンという成長への踊り場がありました。そこには清水の舞台から飛び降り
るほどの、勇気や覚悟が必要でした。しかしながら、帰国後そのキャリアを活かす仕事に巡り合うのは
また、至難の業です。折角習得した語学も活用できずに、そのまま日々の業務に埋もれていると言って
も、過言ではないでしょう。しかし、この研究会を発足したことにより、これらの課題をみんなで共有
し、体系化することができるようになってきました。
今後は、語学、統計学、公衆衛生学、国際保健医療学や国際地域保健学などを組み込んだ、海外留学

に匹敵するプログラムを提供できる、JOCV支援組織としてのあり方も一考ではないでしょうか。「中長
期的キャリアアップのための、更なる短期的キャリアアップ」一人ではできません。皆さんのバック
アップがあってこそ、出来ること。協力し合いましょう！その先には、国際リハビリテーションの新た
な成長が待っています。

本研究会の第2回となる学
術大会が、2018年11月24日
に東京都渋谷区にて開催され
ました。当日は、50名（会員
30名、非会員15名、学生3名、
講師2名）の参加がありまし
た。
オープニングセッションで

は、我が国へ作業療法を導入
した経験から、他国への支援
において我々が考えるべきこ
とについて杉原素子先生にご
講演頂きました。クロージン
グセッションでは、障がい体
験者として日本および各国で
Rehabilitationの価値と素晴
らしさについて講演された経
験について葉山靖明先生にご
講演頂きました。また、職域
部セッションでは広がる国際
リハビリテーションの職域と
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コラム 大室和也の「せかいのめがね」

お知らせ

【国際リハビリテーションセミナー2019／第2回通常総会開催】
・開催日：2019年5月中旬～6月上旬の土曜 ・場所：都内
・セミナーの内容：適正技術を集めて活かすA/Tbankプロジェクトの紹介、その他

【Web講座MOOC始動！】
当会独自に制作した、会員限定のコンテンツです。第１回は国際リハビリテーションセミナー2018での

河野代表の講演です。視聴方法は近日中にメールにてご案内いたします。是非ご視聴ください！

緑が増えている…。前はもっと白
茶けていたのに、砂だらけだった
のに、水が恋しくなる風景だった、
のに…▼雨季でした。ザンビアは
11月から2月3月ぐらいまでが雨季
になるようです。メヘバはザンビ
アの北部に位置するということも
あり、ほとんど毎日雨が降ります。
雨は栄養。この季節に作付けを行
うため、メヘバ内も一層緑が増え
るのです。▼ただ、作物だけが都
合よく育つわけではありません。
「雑草」と一蹴される草たちも勢
いづきます。そこで地元の人たち
が使うのが「スラッシャー」。先

【研究会FaceBook】https://www.facebook.com/pages/category/Nonpro
fit-Organization/国際リハビリテーション研究会-1951070205159667/
【お問い合わせ】国際リハビリテーション研究会事務局 jsir.office@gmail.com

事務局担当の大室理事はハンガリーを拠点に世界中で活動を展開中です。
このコラムではそんな大室理事のメガネを通した世界の姿を毎号お届け
します。

様々な活動の報告と就職説明会があり、技術部セッショ
ンでは適正技術蓄積の取り組みが始まることとなりまし
た。さらに、一般演題12題の発表がありましたが、研究
の方向性を探る学術的な内容から、現在進行中の活動報
告や帰国直後のJICAボランティアの活動報告まで、多岐
に渡る内容の発表がありました。演者の皆さんはいきい
きと報告をしてくださり、会場に居ながらにして世界各
国の空気や風を感じることができました。来年も同時期
に学術大会の開催が予定されています。更に多くの方々
の研究報告や活動報告の場となり、有意義な学術交流が
なされることを期待しています。（髙橋恵里）

が少し曲がった薄い鉄を馬使いの鞭のようにぶんぶん振り回して草を蹴散らしていきます。▼動力は人
力。汎用性の高い道具として、国際リハのA/T Bankに取り入れてもらえないだろうか。

編集後記
年賀状にて共に海外で活動をした旧友の現在の活動を知り、気持ち新たに頑張ろうと思いました。（髙橋恵里）
元同僚がウズベキスタンで活動中です。報告に隊員時代を思い出しつつ、元気もらっています。（宇津木隆）


